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梅雨期間は6月26日~7月26日で,平年より 12日遅く梅雨入りし, 1日遅く明けた

梅雨入り後,平均気温は平年より 1~2て程高く,7月中旬は3.6ても高かった。

降水量は,平年比で 6月が90%,7月中旬は 10%と少雨となっている。

日照時間は,平年比で6月が 125%,7月中旬は20眺とかなり多照となった。

(7月Z5日,ら8月24日の予想 仙台管区気象台H27.フ.23発表

〔特に注意を要する事項〕

・期問のはじめは,気温がかなり高くなるところがある。

〔1か月と週の天候〕

・天気は数日の周期で変わるが,平年に比ベ晴れの日が少ない。

・1か月の平均気温は高い確率50%,降水量は平年並か多い確率ともに400。,日照時問は平年

並か少ない確率ともに400。である

・気温は,1週目が高い確率6000,2週目は平年並か高い確率ともに400。てある
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.1か月の気温,降水量,日照時間の確率(%)

【気温】東北地方

部鼻水量】東北地方

皿【日照時間】東北地方

.週別気温経過の確率(%)

皿1週目東北地方

皿2週目東北地方

皿3~4週目東北地方

Z 県内の用水状兄

(1) 6.7月の降水と干天期間
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2)県内のダムとため池の貯水状況(7月15日現在)

・県内 17箇所のダムの貯水率は郭.碇で平年の有効貯水量と比ベると86.窃である。

・県内にため池は6,000箇所ほどあり,主要なため池の貯水率は54.2%となっている。

・過去の夏場の渇水年の例は,平成6年と9年であり,各地で利水調整や番水制,応急ポンプの設

置等が行われた。

・平成 6年の連続干天期問は49日問(フ/2~8/19)で,9年は 34日問(フ/17~8/19)であった

幼穂形成期

3 生育状
本年前年値平年値

7月1日 7月7日 1月10日

移植栽培】7月?1日現在

・県全体の平均値は,草丈が70.4Cm(平年比97%),1Tf当茎数が515本(平年比 101%),主程葉数

12.2 枚(+0.4)であった。

・ 7月21日現在,県内生育調査圃の幼穂長が93mm (+62mm)となっており,依然として生育

進んでおり,現在では穂ぱら期~出穂に入っている

・出穂期は,当初予想よりさらに進み南部平畑で7月26日,北部平畑で7月29日頃と見込まれる。

県全体&品種別生育状況保生育調査圃

葉緑素計{GM1位 幼穂長住冊乗数茎数草丈

本年平年比前年此本年
平年幾本年前年珪平年差県全体 本抹前年珪

体ノ肺{%】圃】 1%】

枇町艶70.4 96 101 12.2 0.3 0.4 33,2 ' 18 ' 0.フ515 5393.5

^

来連続干天日数は.風寮用京の有効雨皇に算入しない日雨旦5mm未漢の連携日叛をいう
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品種別

ひとめほれ
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まなむすめ
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古試直播7/21(鉄コ)

直播栽培】朋17日現在

・直播栽培については,草丈が60cm強,葉数は10~10.5枚程度となっており,移植に比較して1.5

~2枚程度少ないが,順調な生育となっている。

・が当茎数は,圃場により大きな差があり,650~700本/rrfとやや過剰気味で,弱小分げつが多い

・移植に比較して生育が遅れているため,葉色は濃くGMで30後半程度である。

平年比

(%)

102

101

"

倉盆

本年

{枚}

12.3

12.2 '

12.1 '

葉数

前年差

{枷

0,4

01

0.1

平年差

{枚}

0.5

0.2

0.1

葉緑素計{GM}値

本年前年差平年差本年前年差平年差

げ

33.8 ' 1.5 ' 0.1

31.8 ' 2.5 ' 1.6

32.3 ' 2.4 ' 3,3

幼穂長{mm}

4 今後の管理
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D 水管理

高温傾向が続く天候予報であり,近々の降雨は見込めず,白未熟などの高温障害が懸念される

渇水状況下にあるが,穂の周辺温度を低下させるため昼間深水」「夜間落水を基本とする

開花期は,水を多く必要とするので,可能な限り湛水状態を保つようにする。

山問部や直播栽培では,減数分裂期にあたるので生育ステージにあった水管理とする。

.常時湛水では,夜間が高温に経過する

.常時落水状態では,高温時は昼問が高く

なりすぎる。

※風通りを良くし,罫間湛水夜問落水

が理想であるが,間断潅水が現実的であ

る。

石巻直播7/17 (カルバ→
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2)追肥

・高温で全体的に生育が進んでいるが,平卸部の般移植栽培と比ベて,山間部や直播等の生育ス

テージは遅れており,葉色は薄めとなっているので,白未熟粒の発生を防止するため適正範囲内

で追肥を実施する。
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減數分裂期窒素施用(N.kψ10a)
追足と整粒歩合.葉色及びタンパ乾物舳

ク有串

(3)病害虫防除(宮城県病害虫防除所調査)

①斑点米カメムシ類

0

・すくい取り頭数は,平年よりやや多く,発生地点率も高かった。

・牧草地での頭数はやや少なかったが,発生地点率はやや多い。(やや老齢幼虫の比率が高し

・薬剤防除は,穂揃期とその7~10日後の2回が基本である。

・畦畔等の草刈は,出穂期のため,カメムシを水田内に追いやることになるため実施しない
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コバネイナゴの発生地点率の年次推移
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数分裂期追賠と未熟粒の内訳
往1 平 22年古試ひとめぼれ

追肥 7月23 B
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②コバネイナゴ

・すくい取り頭数は 11.0 頭(平年7.4 頭)と平年より多く,発生地点率も 83.0%(平年599%)

で平年より高かった
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^すくし、取り鷆数

発生地点率(9.)
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17年18年19年20年21年22年23年24年25年26年27年平年

7月中旬の本田1一お1ナる斑点米カメムシ類すくし、取り頭数と発生地点率の推移
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